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◆ 特　集 ◆

タイルの剥落を防ぐ補修改修工法
　高級感があり、耐久性・耐候性に優れるタイル外壁は建築物の多くで採用されている。その一方で、浮きや剥落

といった工法的な課題から定期的な診断と補修改修が必要となっている。SDGsが社会的な課題となっているなか、

既存建築物を如何にして健全な状態を維持し、少しでも長く使っていくためには何が必要なのか。

　本稿では、タイルの剥落を防ぐ補修改修工法をテーマに、SDGsの観点からタイル剥落防止工法の重要性と将来の

展望について工学院大学の田村雅紀教授に話を伺うほか、各社の推奨製品を紹介し、今後を探っていく。 （編集部）
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